
 

海老名市立柏ケ谷中学校 学校運営協議会 議事録 

（令和６年度 第２回） 

 

１ 日時         令和６年７月９日（火）13：30～15：30 

 

２ 場所         海老名市立柏ケ谷中学校 第一会議室 

 

３ 出席委員    澁谷清美委員長、橋本絵美里副委員長、野中幹子委員、森山輝男委員 

飛矢﨑義基委員、寺和彦委員、大貫直子委員、小宮洋子委員 

 

４ 会議の内容  

（１）学校長挨拶 

小宮校長：部活動最後の大会が始まっている。すでに引退が決まった生徒もいるが、

負けてもきちんと消化している。一生懸命プレーする生徒はもちろん、ベ

ンチに入れず、一生懸命スタンドから応援する生徒たちからも元気をも

らっている。 

 

（２）自己紹介 

前回欠席した委員もいるので改めて自己紹介。 

 

（３）学校参観 

３年生の授業を中心に学校参観。次回は、１，２年生を中心に学校参観。 

 

（４）柏ケ谷中学校運営協議会実施計画について 

小宮校長：令和６年度計画について説明。 

     これでよろしければ、案をとって、確定版にしたい。 

澁谷委員長：特に意見がないようなので、令和６年度のこの計画に沿って実施。 

 

（５）「地域と関わり、地域に貢献できる中学生」の具体案 

森山委員：今週末に柏ヶ谷ふるさと祭りを実施する。中学校に声をかけていいもの

か迷った。あまり広げないようにと周りに言われた。 

橋本委員：地域とつなぐ。自分がするだけじゃなく、どうつなげていったらいいか。

依頼を受けるシステム（どういうルートで頼んだらよいか、どういう情報

があったらよいか）体制を整えていく必要がある。 

小宮校長：高校の文化祭。エネルギーにあふれている。決まったことではなく、生み

出していく力がこれからは必要。 

野中委員：文化祭では企画書を生徒たちが作っている。 



橋本委員：イベントの時のゲーム。高校生、大学生が手作りでいろいろ作る。その

姿を中学生が見る。中学生に任せてみる場が必要。きっかけとヒント。 

澁谷委員長：青健連の活動は小学生が多い。高校生や大学生が入ってくれるといい 

      が。クリスマス会これまではコミセンなどで実施してきた。 

   小宮校長：今年は中学校の体育館で実施することになっている。高校生、大学生は 

        ＬＩＮＥでつながっている。一人つながれば、ぱっと広がる。 

   大貫委員：自分の子も複数のＬＩＮＥグループに所属している。 

   飛矢﨑委員：全国学力学習状況調査の設問にある「地域との関わり」が低かった。 

         長寿会、地域の方に協力を投げかけたが、コロナ禍で諦めざるを得なか 

         った。 

   小宮校長：中学校としては、窓口をどうするか。地域との関わりということで教頭が 

        窓口になるが、それを周知する必要がある。 

 

（６）情報交換 

寺委員：ＰＴＡが過渡期になっている。柏ケ谷中学校も考えていかなければなら 

ない。 

森山委員：柏ケ谷地区が９月３０日より地番変更になる。 

 

（７）その他 

・海老名市コミュニティスクール研修会兼中学校区学校運営協議会について 

     ・第三回･･･令和６年９月 27日（金）14:30 

・第四回･･･令和６年 11月５日（火）13:30 

・第五回･･･令和７年２月 18日（火）13:30 

 


